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暑い夏が終わり、学校祭の季節となりました。学校祭のメニューの中でもやはり一番の注目は合唱でしょう。今子どもたちは、教室や廊下のあちこちで練習をしていますが、練習のお供として大切なのがラジカセです。１クラス１台でも足りないのですが、学校のラジカセも古くなって故障続出なので、今年一気に１０台購入しました。ということで、今回の話題は学校備品の購入のことから始めます。
今年これまでに購入した
備品の数々を紹介します
◆黒板ふきクリーナー２台＊＊＊これは説明の必要はありませんね。
◆バキュームクリーナー１台＊＊＊バキュームと言えば４０歳代以上の方はご記憶も？　実は、夏、冬、春休みに職員で校舎ワックス掛けを行いますが、床を洗浄した廃液を吸い取るための、水も吸える大きな掃除機のことです。
◆掃除機４台＊＊＊これまで校舎で使っていた掃除機は全て家庭用の掃除機でした。前任校の経験から、業務用掃除機の購入を提案しました。家庭用よりお値段は張りますが、シンプル構造で壊れにくいと思います。
◆掃除用具ロッカー＊＊＊生徒玄関の掃除用具入れの扉がなくなっていて、中が丸見えでしたので交換しました。
◆アイロン１台＊＊＊保健室で洗濯した枕カバーなどをササッとアイロンがけすると、気分の悪い時でも気持ちよく休めます。
◆人感ライト１台＊＊＊これはあまりうれしくない話題ですが、樽川中でもガラスが割られる事件が何度かありました。そこで教育委員会で人間の動きを感知して自動的に点灯し撮影もするライトを２台設置しました。でも、もう一カ所設置したい場所があったので、１台は学校の予算で購入しました。
◆事務用椅子２台＊＊＊今年から職員数が増えたのでその補充です。
ここまでが、「管理用備品」と呼ばれる物で、
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合計２３０，３３９円でした。あと、７万円くらい予算残があります。つづいて、「教材備品」とよばれる、授業や部活動などで使う備品を紹介します。
[image: image3.wmf]★ソフトボール用グローブ、用具セット＊＊＊中学校では２０１２年度から新しい学習指導要領がスタートします。そのことと、ソフトボールが市のスポーツであることから、今年の内に条件整備をしておこうと、教育委員会で特別に予算立てをしました。そこで、お願いがあるのですが、この用具を入れるケースを探しています。漬物用や衣装用のケースをいくつか集めましたが、もう少し必要です。ご家庭に古新聞　じゃなかった　使わなくなった衣装ケースなどございましたらよろしくお願い致します（ゴミ袋は差し上げられませんが）。
★合唱指導用CD＊＊＊その名の通りのCDセットですが、学校祭の合唱曲をこの中から選ぶこともあります。
★CDラジカセ＊＊＊冒頭ご紹介したCDラジカセ。今年は１０台の購入ですが、来年も５台購入すれば、各教室で使うラジカセは全部新しくできそうです。
★バスケットボール作戦盤＊＊＊バスケットボールの授業や部活の試合で使います。持ち運びできる小さな物ではなく、キャスターの付きの移動黒板のようなものです。
★柔道着＊＊＊２０１２年度から新しい学習指導要領により、体育で武道を行うことになりました。樽川中では主に柔道を行う予定なので、これも教育委員会の特別予算で購入することになりました。
上着４６着と帯のセットなので、ジャージの上に着て授業することになりそうです。
★ストップウオッチ＊＊＊陸上大会の必需品。
昨年１台壊れてしまったので、購入しました。
★ソフトテニスネット２組・・・ソフトテニス部用です。
★大３角定規３組＊＊＊直角二等辺三角形と直角三角形の２枚組が３セットです。各学年の数学の授業で使います。
★ビデオカメラ１台＊＊＊体育祭で放送担当の生徒が撮影していたのをご覧になりましたか？これまで使っていたビデオカメラが故障頻発なので、１台新しく購入しました。
★ビブラフォン（ヴィブラフォン）１台＊＊＊ビブラフォンというのは「鉄琴」の立派なやつです。（なんて言ったら音楽の先生にしかられそうです）でも小学校ではやっぱり「鉄琴」とよんでいますよね。大変高価なものです。
★太鼓ソフトケース７つ・・・太鼓同好会で太鼓を運搬する時の太鼓ケースです。
★コンサート・トム・・・ブラスバンドで使う「小太鼓」のセットです。「トム」は「トムトム」あるは「タム」または「タムタム」と呼ばれるようです。今回購入したのは７つセットです。実際に演奏される日が楽しみですね。
☆かがやき学級用として、ホワイトボード（白地の黒板：キャスター付きでちょっとした教室の仕切りとしても使えます）、コンパクトデジタルカメラ、CDラジカセを各１台購入しました。
以上が今年これまでに購入した教材備品ですが、市教委の入札金額がまだ知らされていないので正確な総額は別の機会にお知らせします。
学校便り＜穂樽＞２０１号でも紹介されていた、校区内清掃について、すきま情報を・・・
　
[image: image4.wmf]校区内清掃は６月と９月の２回行います。９月の校区内清掃もよく晴れました。さて、校区内清掃のときに生徒に持たせるものとして、①軍手、②火ばさみ、③ゴミ袋、の三点があります。まず、ゴミ袋ですが、これは石狩市のゴミ対策課で３種類の袋（燃えるゴミ、燃えないゴミ、リサイクルゴミ）を各１５０枚程度もらっています。校区内清掃終了時刻を見計らって、ゴミ対策課が袋を収集してくれるのです。
次に軍手と火ばさみですが、これは石狩市の社会福祉協議会で行っている「学童生徒のボランティア活動普及協力校事業」というのがありまして、今年も40,000円の助成を受けましたが、ここから１万円の予算で購入しています。（残りの３万円は、ブラスバンド部と太鼓同好会の施設訪問演奏などの消耗品代等に使っています。）うまくいけば、来年中には一人一丁の火ばさみが用意できると思います。
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なお、軍手については、過去に各自持参してもらったこともありますが、最近は上記の予算で購入しています。これには校内でも意見がありまして、「人の使ったものをまた使うのはいかがなものか」という考えもありますし、「軍手にそんなにお金をかける必要はない」という意見もあります。現在試行錯誤中なので、保護者の皆さんのご意見もいただけたらと思います。
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
むかしむかし、まだパソコンが現在のように発達していない頃のことです。
表のページでご紹介したとおり、学校の備品には多くの家電製品が含まれます。大切に使っていても、やはり家庭で使うようにはいきません。当然修理が必要になりますが、最近の家電は修理の時に大変困るのです。私の個人の経験では、学校の周辺に「電気屋さん」があって、しかもその家の子が生徒であったりすると、大変修理のお願いをしやすい。もちろん、お代はきちんとお支払いしますが、やっぱりお願いしやすいのです。そして何より重要なことですが、むかしの電気屋さんは、大抵のものは簡単に修理してしまいました。電動バスケットゴールの装置を直すのに、体育館の天井にするすると登っていったりすることもありました。「部品さえあればテレビを組み立てられる」と豪語されるかたもおりました。そういう電気屋さんが地域にいらっしゃったのです。
さて、時はすすみ、家電の修理は大変面倒なことになっています。専門業者にお願いをして直るならまだしも、結局メーカーに修理依頼して「買い換えた方が安いですよ」といわれたあげく「見積もり料」を請求されてしまうことがあります。地域から「電気屋さん」が消えていったことと、コンピュータの発達で、家電製品が安く大量に作られる（その結果故障したらすぐ捨てられる運命。自転車も同じです。）ことで、「家電を修理する」という技術が消えかかっているように感じます。
私の家では、家族がテレビのアンテナ端子を折ってしまったので修理依頼をお願いしたところ、「ユニットごと交換になるのでウン万円です」とのこと。仕方ないので自分でハンダ付けして、何の問題もなく見えております。そのようにして生き返る家電製品がそもそも少なくなっているのでしょう。
いよいよ学校祭。生徒諸君！練習の成果を存分に発揮してください。
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学校諸費の納入について


９月２８日は今年度最後の学校諸費納入日でした。既に完納された皆様には、ご協力に感謝申し上げます。また、未納がある方には今後随時ご連絡させていただきますので、引き続きのご協力をお願いいたします。
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